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クビライの華北支配の一形象
懐孟地区の祭祀 と教育
櫻 井 智 美
要旨 太行山と黄河に挟まれた懐孟地区(河 内郡,孟 州 ・懐州に相当)は,古 来,交 通
の要所として軍事的にも経済的にも重要な位置にあった。モンゴル時代においても,ク
ビライに沐浴邑として与えられるなど,絶 えず重視 された。本稿においては,こ の懐孟
地区に焦点をあて,世 祖クビライの統治時期(1252-1293),特 にその皇帝即位前後の制
度確立の様相を探る。具体的には,当 該時期における国家祭祀 と教育制度確立の問題を
追究する。まず金代以前の懐孟地区における祭祀の状況について,五 岳四涜の一つ,済
涜に対する国家祭祀をとりあげて検討する。清流は,古 来,国 都 になった開封や洛陽か
ら距離が近 く,中 華王朝の領域内に含まれ続けたことにより,自 然災害や外敵の侵入時
に国家祭祀の対象となった。モンゴル時代には,1256年 以降クビライの分地に含 まれ
るという条件が加わり,さ らに盛んに祭祀が行われた。また,モ ンゴル初期における漢
地の祭祀や教育制度整備は,燕 京を皮切 りに進んでいた。懐孟地区は,握 拳学校官が早
期に設置されたことなどから,京 兆などとともに,燕 京に次 ぐ制度整備の,い わば実験
場となったのである。
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は じ め に
モンゴルによる華北支配150年 の様相については,華 北支配史上の時期によって,研 究上注
目される点が異なっていた。飯山氏は,「金元時代の華北については,近 年,モ ンゴル帝国 ・
元朝史を中心として,主 に政治史 ・軍制 ・統治体制 ・宗教などに関する研究が着実に積み重ね
られている。 しかし,そ れ ら以外の分野においてはいまだ十分な研究が行われてきたとはいい
難い」として,い くつかの主題に分類 して華北社会研究の動向を分析 した[飯 山2001:52-65コ 。
氏の分類をもとに考えると,本 稿で考察の対象とする1260年 前後の政治制度に関しても,金
元交代時期以来の 【漢人軍閥】(い わゆる 「漢人世侯」など)の 研究,【 税制】,【戸籍制度 ・戸
等制度】の研究などの比較的蓄積の厚い分野に附随して,明 らかになってきた部分が大きいこ
とがわかる。さらに,華 北 「社会」の研究に関わらない側面からこの時期をとらえた ものとし
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ては,ク ビライ政権建設時にそのブレインとなった漢人儒学官僚たちと,そ れを生み出 した学
問的土壌に関する研究が厚いことが指摘できる[安 部1959,1983,高 橋1986,周1996,陳
2004,趙2004a,2004b]。 これ ら先行研究が示すとおり,ク ビライ政権の設立過程においては,
軍事行動 と士人の活躍という2つ の側面が,実 際にも重要であったといえよう。
しか し,1260年 のカーン継承(皇 帝即位)と 政権の確立という時代の進んだ方向を考える
時,ク ビライの即位以前にどのような政策が行われたのか,そ の中でどのような組織が生まれ,
どのような制度が確立 したのか,そ れらがクビライの即位以後の制度にどのように結実 したの
か という問題に関しても,系 統立てて議論する必要がでて くるだろう。このような問題につい
ては,中 書省 ・尚書省などの中央衙門や財政機構のいくつかの例外を除いて,研 究が後回しに
な っている感があるω。『元史』の百官志を見ると,多 くの組織の条で,中 統年間に立て られ
至元年間に雅名を持つ官衙に成長 したと記録 されている。そして,そ れが,世 祖年間に中国的
政治体制が突如 として確立 したようにとらえられる原因となっていた。 しか し,最 近の詳細な
研究によれば,『元史』百官志は,世 祖クビライの至元年間が中国的王朝の確立期であると強
調 して記述 されているということが明 らかになってきている。
このような研究状況に鑑み,筆 者は,懐 孟地区(現 在の河南省済源市,無 作市附近)を 対象
として,政 治制度確立の問題を考察 しようと考えた。懐孟に視点を当てる理由の一つは,分 地
になった経緯から,ク ビライの支配体制確立期に重要な位置を占めると推測されることであり
[沖 田2002],も う一 つの理 由は,最 近懐孟地 区があま り注 目されていない ことであ る
[陳1982,周1996,呉1998]。 そして,考 察の第一段階として,本 稿では特に,最 近の研究で
国家 とのつなが りが詳細に検討されている祭祀の問題と,筆 者が近年考察の対象としてきた教
育の問題を材料に,ク ビライ即位前後における懐孟地区の政治戦略上の位置について分析 した
い。 モンゴル時代 ・元代の漢地における祭祀をめ ぐる問題には,池 内氏 ・森田氏に研究があ
り②,ま た,そ れらの国家祭祀 と密接に関わる宗教諸集団に関 して も,最 近急速に研究が進ん
できている(3)。本稿では,ま ず,懐 孟地区で行われた溢流の祭祀について詳細に検討 し,1260
年前後の当地における祭祀が政治に対 して持つ意味や,祭 祀制度成立の経緯を考える④。つい
で,教 育の面では,特 に趙氏 ・高橋氏の研究成果を参考に,筆 者のこれまでの研究を,懐 孟路
を軸に見直すことにする[趙2001,高 橋1991,2001,2004]。 当該地域における政治制度 ・組
織確立の様態を考察するための,地 歩固あができれば幸いである(:)。
1.中 国歴代王朝の済涜祭祀
済涜の祭祀に関して,朝 廷の政策をも視野に入れて歴史変遷を包括的に論 じた研究は,管 見
の限り存在しない⑥。そこで,モ ンゴル帝国の懐孟地区という本題からは少 しはずれるが,ま
ず,済 涜を中心に済涜祭祀の変遷とその研究の展開について考察する。
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五岳四涜を対象 とする祭祀は,周 代か ら朝廷の儀礼の一環として行われ,清 代まで続 けられ
た。皇帝はその即位や大きな国家行事にあたって,岳 鎮海流(五 岳 ・五鎮 ・四海 ・四涜)の 祭
祀を主催した。やがてそれらは,国 都周辺における定例の祭祀に組み込まれ,さ らに,山(岳 ・
鎮)の ふもとや川や海(海 ・涜)の 側に祠廟を建てて祭祀が行われるようになった。また,日
照 りや長雨などの災害にあたって も,そ れらを支配すると考えられた岳涜は,祈 祷の対象 となっ
ていた。本稿で主たる考察対象とする済涜(北 流)は,河 流 ・江涜 ・潅流と並ぶ四涜の一つで
ある。
朝廷が溢水を四涜の一つとして祀るための廟が現地に立てられたのは,遅 くとも漢代にさか
のぼることができる。王助 『風俗通義』巻10「 山澤 ・四漬」には,
濟は常山房子賞皇山に出で,棄 して沮に入る。萬貢にいう,波 に浮 し,濟 に達す,と 。廟
は東郡臨邑縣に在 り(筆 者注:源 流についての記述は間違 っている)。
とあり,当 時は,東 郡臨邑県(現 在の山東省臨邑県附近)で 朝廷の祭祀が行われた。宣宗神爵
元年(BC61)よ り定例化が図 られた祭祀では,天 子の使いであるしる しを掲げた使者が祭祀
に参加 したようであるω。五岳四涜のうち,泰 山に対 しては,東 岳廟(行 宮)が 中国各地 に広
く建てられたが[金 井1987,水 越2003],済 涜廟 も,そ こまでの広がりはないにせよ,洪 水の
河道 と認識される何 ヶ所かに存在 した。 その中で,洪 水の源にあたるとされる現在の河南省済
源市に祭祀の場が用意 されたのは,晴 の開皇2年(582)の ことという。当地にも,そ れ以前
に済涜の祠廟があったかどうかははっきりしないが,徽 宗宣和7年(1125)に 済涜廟に立てら
れた 「清源忠護王詰封碑」には,「漢は榮陽に祀る。具 さに祀典に載す」とあることか ら,済
涜廟は 「旧時」済源市の東南東80kmほ どにある現在の榮陽市附近にあり,そ れが現在地に
移った,と 夫人に認識されていたことがわかる(8)。
さて,開 皇2年 の祠廟の建立については,未 開宝6年(973)に 書かれた盧多遜 「重修濟濱
廟碑」 に 「階文常闇皇二年,始 めて廟貌を立てて享を致す」 とあるのが,最 も古い記録 とな
る(9)。済涜廟に残 る碑文以外から,祠 廟の建立年を確定することは今のところ難 しい。 しかし,
開皇2年 といえば,翌 年にかけて文帝楊堅が新都を建設 し,地 方行政組織を州郡県制か ら州県
制へ と改変 した年である。 このような支配体制確立の一環として,寺 観を整備 し,祭 祀へのテ
コ入れを行 ったとしても,何 ら不思議ではない。また,『購書』巻7「 禮儀志2」 には,
開皇十四年(594)閏 十月,詔 して東銀折山 ・帝銀會稽山 ・北鎭醤無間山 ・翼州鎭裡山,
並びに山に就 きて祠を立つ。東海は會稽縣界において,南 海は南海鎭の南において,並 び
に海に近づきて祠を立つ。及び四濱 ・呉山は,並 びに側近の巫一人を取 りて,漉 掃を主知
う
せ しめ,並 び に命 じて多 く松柏 を蒔 え しむ。
とあ る。 ここにあげられ るのは鎮海のみであるか ら,そ れ らより古 くか ら国家祭祀 の対象 とな っ
た五岳四涜の祠廟 は,や は りそれ以前 に整備 されていた と考えて よいだろ う。 そ して,建 設 か
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ら12年 ほどを経たと考えられる済涜廟でも,現 地の巫者が清掃の役にあたることになったの
である。
唐代になると,済 涜廟が孟州 にあることを明示する文献資料 もでて くる。『新暦書』巻39
「地理志3」 河北道 ・孟州には 「濟濱祠 ・北海祠あ り」 と記され,恐 らく階代に建てられてか
ら,祠 廟の大 きな移動はなかったと思われる(is)。『蕾店替』巻42「 職官志1」 九品職事には
「嶽濱令」が見え,祠 廟管理の人員が官僚制度の末端に加えられたこともわかる。一方,玄 宗
天宝6年(747)正 月には,清 源公に封 じられた(u)。五岳四涜に封号することも古来盛んに行
われたのである。
これらの経緯を,よ り詳細に論 じている碑刻がある。それは,徳 宗貞元13年(797),済 源県
令の張洗撰 「濟濱廟北海壇二所新置祭器沈幣隻肪雑物之銘井序」で,以 下のように書き起こす。
くロ
有唐六葉,海 内は豪然たり。嘔革□□(二 字鉄),崇 なるか祀典。莚の漬を封 じて清源公
と爲 し,祀 を泉の初源に建つるなり。濱令一員 ・祝史一人 ・齋郎六人を置き,魚 鍮を執 り
漉掃に備え しむ(1<)。
唐の六葉(六 代)の 皇帝玄宗の時代に清源公と封号されたことを述べ,さ らに,九 品の岳涜令
以外にも,祭 祀 ・管理にあずかる祝史 ・斎郎などの人員が配置されたという㈹。
そのこ,五 代十国時代の祭祀の様子は,詳 細には知 り得ない。ただ,頻 繁な王朝の交替の中
で,依 然 として祭祀の対象とはな りつつも㈹,修 復のいとまなく祠廟が荒廃 していった様子
が想像 される。
宋が興 ると,早 くも太祖乾徳年間(963-968)に 岳涜祭祀の行礼が始 め られ,開 宝4年
(971)頃 から祠廟の修復が再開された(IS)。翌年には岳涜廟や歴代帝王の祠廟に尊崇をあ らわ
す碑刻を立てさせた㈹。開宝6年 の 「重修済済廟碑」の建立は,王 朝による祭祀復活の過程
中のことであ った。 これ ら一連の祠廟修復は,か なり大 々的に行われたようで㈹,関 連碑刻
が比較的多 く伝えられている㈲。同 じ頃,そ れまで少な くとも制度上では専門に設けられる
ことにな っていた岳涜令が廃止 され,県 令 ・県丞が岳涜祠の官を兼ねることとなった㈲。そ
の背景には,本 来皇帝が親祀を行うべきこところ,そ の代理として監察官や地方官が祭祀を主
催するのが定例化していたということがあるだろう。
さて,宋 代祭祀の研究について,や や断定的にいえば,① 中央における祭祀を,思 想や儀礼
の視点とか らめて考察するものと,② 地方の祠廟をめ ぐる問題につき,賜 額 ・賜号など,政 権
との関係を検討するもの,③ 地方社会の諸相における祠廟の位置づけを追究するもの,と いう
3つ の立場に,す でに分化し深化 しているようにみえる。他方,岳 涜祭祀は,中 央の祭祀 とし
ては宗廟社穫ほど重要視されず,地 方においては城陛廟や土地神などと性格を異にしているた
め,ど ち らの研究で も等閑視されているようである⑳。 いずれにせよ,こ れらの研究による
な ら,仁 宗康定元年(1040)に,清 源公か ら清源王に済涜神の号が改め られたこと(2D,さ ら
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に徽宗宣和7年(ll25)に 清源忠護王に封ぜ られたことは㈱,特 別に朝廷の崇拝の姿勢が示
された結果というよりは,宋 代に盛んに行われた祠廟全般への賜号の一環であった,と いう位
置づけができる。
金に華北を奪われた再来は,岳 涜への尊崇態度を改めて示す必要があった。というのも,金
と南宗の対峙状態において,南 宗は,ほ とんどの岳鎮海流の祠廟を域内に納めることができな
くなったか らである。 もちろん,北 宋時代にも,遼 ・西夏の領域に属する西海 ・北頭を,そ れ
ぞれ西涜 ・北岳廟にて望祭(遠 方 において祭る)し ていた時期があった㈱。 しかし,再 来で
は領域を一気にせばめたため,岳 鎮海流の祭祀は行在において遥祀(望 祭)さ れたと考えられ
る(24)。このような南宗の祭祀に関 しては,北 宋の延長線上のものとして,上 述の①～③ と同
じ方向で研究が重ねられている。
それに比べ,金 代の祭祀は,あ まり研究の対象とされていないようである。金が済済祭祀を
始めたのは,漢 地支配の開始よりやや遅れる世宗大定四年(1164)で あり(25),むしろ初期に
おいては宋代までの祭祀を否定する動 きも見 られた㈱。 しか し,大 定年間には岳涜への行礼
が行われるようにな り,章 宗の明昌年間(ll90-ll96)に は改めて 「清源王」の爵号を与えて
いる。その祭祀の方法はほぼ唐 ・宋の旧に依拠 し,た だ,領 域外の岳涜のみ遥祀 した⑳。こ
こで金は,北 宋最盛期の祭祀を手本 としたこと明らかであ り,宋 に代わって漢地の秩序を組み
立てようとする態度が見てとれる。
このよう{こ,漢地を支配 した各王朝の皇帝は,政 権の基盤固めの過程で必ず五岳四涜など名
山大川の祭祀を行い,自 然神の力が自らに味方するよう祈 った。それは同時に,自 らが漢地を
治めることを天下に宣言することをも意味 し,皇 帝の対抗勢力や士人たちに,漢 地の代表が誰
なのかを印象づけることにもつながつた。また,宗 廟社穫の祭祀が国都周辺 という政権のすぐ
そばで行われるのに対 し,領 域各地で実施される祭祀は,地 方で伝統的に行われてきた祭祀と
も一線を画 し,現 地に中央の支配を印象づける意味合いもあっただろう。
モンゴルが漢地を支配 し始あた時 も,同 じ目的で岳涜の祭祀が始められたと考えて間違いな
い。 しか し,そ の内実の詳細を見ていくと,そ れまでとは少 し違った様相を呈する。章を改め
て考えてみよう。
2.「 創建開平府祭告濟濱記」か らわかること
モ ンゴル王 室に よる岳涜祭祀 は,『 元史』 の祭祀志 が述べ るよ うな(28)ク ビライ即位 以降に始
ま った ものでは決 してない。 森田氏 によれば,保 留つ きで はあるが,オ ゴデイ妃 ドレゲ ネの監
国時代 や グユ ク妃 オ グル ・ガイ ミシュの監国時代 に,す でに岳 涜祭 祀の使者が派遣 され たし,
モ ンケ即位後 の1251年 に,華 北道教 の掌 教であ った全真 教の孝志常 が,モ ンケの命を奉 じて
岳涜 を まわ って いる[森 田2001:19-21]。 つ ま り,漢 地の祭祀 を積極 的に採用 したの は,モ
31
櫻井 智美
ンゴルのカー ンとしてはモ ンケが最初であった。彼はまた,1252年 に中国式の昆服をつけて
日月山で拝天の儀礼を行ってもいる[池 内1991:58-55]。 筆者は,前 編で 「北図』48冊19頁
所載の 「創建開平府祭告濟濱記」 を詳細に分析 し,1250年 代の政治状況について論 じた(29)。
該碑は,1256年 の開平府(ク ビライの即位地,後 の上都。現在,内 モ ンゴル自治区シリンゴ
ル盟正藍旗)の 建設に際 してクビライ主催の五岳四涜の祭祀が行われたことを明記 し,特 に済
涜廟における祭祀の模様を記録 している㈹。本碑の記述を分析すると,モ ンゴルによる初期の
岳鎮海涜を対象とする祭祀の性格や関係人物の政治的位置づけが明らかになる。そこで,前 編
で本碑をもとに論証した祭祀の流れを,本 稿の趣旨に沿って紹介し,注 目すべき点を列挙 したい。
まず,開 平府の建設にあたり,ク ビライの命令によって 「上天」への報告がなされた。これ
は,「天」を信仰対象 とする,モ ンゴルのカーンと漢地の皇帝共通の習慣 として理解できる。
ただし,そ の祭祀の主催者は,モ ンゴルで祭祀 ・祈祷を主催 していたシャーマ ンではな く,道
教の道士であった。漢地における岳涜祭祀は,唐 代以降,道 士が関わることが一般的になって
いた。モンゴル時代初期において新道教の道士が活躍の場を得た背景には,シ ャーマンと同 じ
役割を道士が演 じているという,ク ビライの理解があったのだろう。
1256年 の祭祀を引き受けた上清大洞法師王一清が,次 に問題 となる。 この王一清は1251年
に華北にやって来た正一教の道士である(31)。彼は饒州(現 在の江西省上饒市附近)の 生まれ
で,郡 州(現 在の武漢市)の 紫陽宮にいたが,お そらく,モ ンケによる南宋遠征の際にモンゴ
ル軍の撤退に従 って彰徳(現 在の河南省安陽県)に 移住 し,崇 真観を建てた。そのこしばらく
の活動 はわか らない。1256年 に,開 平府の建設という大工事に際 しての祭祀を主催 した後に
は,1257年 に全真教の代表張志敬とともに,道 教側の代表 として道仏論争 に参加 した。1259
年にクビライが郡州を攻めた際には,江 南で優勢であった正一教の第35代 天師張可大とクビ
ライの仲を取 り持ち,ま た,江 南諸城へ降伏を促す使者 として働いた。 クビライ政府は,1276
年に南宗を接収する以前 から,そ して,1260年 の即位以前か ら,華 北は全真教 ・江南は正一
教それぞれの代表に,漢 地の道教を委任するという構図を志向 していたことがわかる。
次に,開 平府で行われた5日 間の道教式の酷という祈祷に続けて,い よいよ五岳四涜へ使者
が派遣 され,現 地における行礼祭祀が執 り行われる。済涜へ向かった使者は,開 平府での祈祷
を取 り仕切った道士王一清と,ク ビライの幕府下にあった文人官僚の李宗傑であった。道士 と
官僚のセ ッ ト派遣は,『元史』祭祀志で 「中統初,道 士を遣わし,或 いは副 うるに漢官を以て
す」 とされるように,モ ンゴル時代初期の岳涜祭祀の典型であった。開平府での祭祀主催者が
済涜へ派遣されたことは,五 岳四涜の中で も済涜の祭祀が最も優先されていたということをあ
らわすと思われる。五岳の代表である東岳泰山でもなければ,四 涜の代表格である河流でもな
かったのである(記 録に残 らなかった可能性 も否定できない)。
次に問題 となるのは,ク ビライが行 った祭祀の内容である。「香を金の彫物のある入れ物に
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入れて持たせ,御 幡(は た)を 先頭にたくさんの貨幣を捧げ持たせて,五 岳四涜において金龍
王冊を投 じる」 という一連の行動は,漢 地においては皇帝のみが行 うことができる祭祀方法に
他な らなか った㈹。初めて漢地式の祭祀を採用 したモンケが,そ れを知 らなか った,あ るい
は 「謀反」と見なさなかったとは考えに くい。 このようなクビライの振 る舞いが,当 時モンケ
との仲を一時的に悪 くした原因の一つといえるだろう。
最後に,「靴を賜り,賢 きクビライ王の誠意に答えが返 ってきた」 という点は,政 治状況を
考える上で最 も注 目すべきできごとである。靴を賜るという現象は,『左傳』僖公4年 に,
我に先君の履を賜い,東 は海に至 り,西 は河に至 り,南 は穆陵に至 り,北 は無様に至る。
とあるのを下敷きとしていること,明 らかである。杜預はこれに注して 「履は践履する所の界
な り」 としているから,「靴を賜る」とは,何 らかの領地を賜ったことを意味するのである。
これは,開 平府の建設を指 しているというふうにもとれないことはないが,そ れが済涜廟の池
か ら出てきたことは,そ の土地を含む懐孟地区がフビライに与えられたということを暗示 して
いると考える。 そうだとすれば,祭 祀の展開からみて,1256年 に懐孟地区が与え られたこと
と開平府の建設は,最 初から密接に結びつけられたできごとであったといえよう。つまり,祭
祀主催者の王一清が他な らぬ済涜廟に派遣されたのも,偶 然ではなかったわけである。
3.モ ンゴル時代の済涜祭祀と懐孟地区
では,ク ビライの開平府建設や懐孟の分地(沐 浴邑)化 と結びつきつつ始まった済涜の祭祀
は,そ のこ,ど う展開 したのか,特 に,モ ンケからクビライの時期にかけて,そ れはどのよう
に位置づけられるのか,と いう問題を考察 したい。分析にあたって,ま ず,表1《 済涜祭祀碑
一覧》を作成 した。本表は,洪 武3年 以前に済涜廟(も しくはその附近)に 立てられた,祭 祀
を記念 した碑刻の一覧であり,必 ず しも祭祀が行われた事実を網羅 したものではない。明清以
降の碑刻を除いたのは,モ ンゴルがどのように祭祀 に関わったのかという問題を明らか にする
のが第一義であることに加え,石 刻書や地方志の性格や編纂年代上,網 羅を期す ことが難しい
ということもある。
あるいは,国 家と祠廟 との関わりを論 じる際に,記 録に残 った祭祀碑のみを論 じるのでは不
十分であるという意見があるかも知れない。確かに,碑 文を残さなかった定例の祭祀活動,祭
祀を伴わない旅行 ・娯楽 としての訪問(題 名のみが残 ることがある),あ るいは祠廟の修復工
事などをも考慮にいれることで,よ り包括的な祠廟祭祀の実態が明らかになるかもしれない。
しか し,本 稿の最終 目的は,あ くまで懐孟地区における政治制度確立の追究にある。 したがっ
て,時 代の特徴をもっとも顕著にあらわす祭祀碑建立の様相に対象を絞って一覧表を作成 した
のである。祭祀を主催 した人物や,撰 書案額を担った人物について等を含む済涜祭祀の全面的
な検討は,別 の機会 に行えればと思っている。
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表1《 済涜祭祀碑一覧》
年 月 日 西暦 資 料 名 所 収 典 籍(拓 影 ・録文 ・考釈 ・移録)
001天授3年 正月 692馬元貞済涜投龍記 北 図17178,続 編67b,道 家80
002貞元13年 797済涜廟祭器銘
耀ま8贈、無 線/籍 警衛,瀞 踵薯
践4/20a, 観 妙 斎12/28a,授 堂 二 践3/11a,文 物 地
図172,中 州 記3/11a, 中 州 考5/6b,乾 隆 府 志
2645a
003後漢乾拓2年 949祭流記 北図36120,文 物地図172
004政和6年9月 1116済涜廟祖天符告 続 編1730a,道 家330,中 州考58a
005宣和7年 1125清源忠護王誰封碑 北 図42158,正 徳 府 志ll,中 州 記424a
006泰 和5年 正月21日 1205彰殉投金龍玉簡題名 北 図4793,中 州 記55a,振 古1639b
007崇慶元年2月 1212投龍碑 道家1060
008正 大5年2月 春社後2日 122E済流露応記 葦 編158/56a,潜 研 践18/14a,中 州 記5/6b,中 州 考58a,振 古1649b
009憲宗6年7月 1256開平府祭皆済涜記 北 図4819,道 家865,振 古178b
OlO中統 元年8月15日 1260祭済流記 潜 研 践18/18a,中 州 記5/8a,中 州 考5/8a.乾 隆 府志2639b,振 古1710a
Oll中統4年9月18日 1263済涜投箭簡記 道家841
012中統5年4月 1264済祠技能簡霊応記 道 家572,中 州 記5/8a,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/39b,振 古1712a
Ol3至 元4年10月 中休日 1267撰済流露応記 寓庵533b
Ol4至元7年2月 1270倉憲楊和甫霊応記 中 州 記5/9a,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/39b,掘 古1717b
Ol5至元7年3月 1270御番役龍簡感応記 潜 研 践18/21b,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/40a,振古1718a
Ol6至元7年5月8日 1270済涜投龍簡記 中州 考58b,乾 隆 府 志2640a,掘 古1718a
017至元7年 閏ll月5日 1270済涜投龍簡記 文物地 図172,振 古1718a井 黒88
018至元9年2月 1272皇太子燕玉詞香碑記 道家llO2,中 州記5/9b,文 物 地 図172振 古17/玉9a,
井 黒89
019至元12年3月 1275代祀済涜投龍簡記 北 図48/64,中 州 記5/9b,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志
2640a,振 古1722a
020至元23年2月26日 1286皇子北安王降香記 北 図48100,中 州 記510a(正 月),振 古1732b
021至元24年 閏2月7日 1287皇子北安王降香記 中州考58b,乾 隆府志2640a,振 古1734a
022至元24年9月9日 1287済涜霊異記 中州記5/10b(誤 作14年),中 州 考5/8b.乾 隆 府志2640a,振 古1735a
023至元27年4月 晦日 1290童凡的斤等祭済涜祠記 招 古1739a,井 黒810
024至元28年2月 1291加封広沢霊佑王聖旨 振古1741a
025至元28年2月 1291加封済涜清源善済王記 中州 記5/11b,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/40b,振 古1741a
026至元28年4月 1291加封済涜碑陰記 中州 記511b,中 州考58b,振 古1741a
027至元29年6月 1292加封北海広沢霊祐王記 北 図48/121,中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/40b,振 古1742a
028大徳3年4月 1299済涜翌晩碑 中 州 記5/12a中 州 考5/8b,乾 隆 府 志26/41a,援 古
188a
029大徳6年3日 1302済涜投龍簡記 中州 考59a,乾 隆府 志2641a,振 古1813b
030延祐元年8月 1314投龍簡碑
北 図49/36,洛 陽72,乾 隆 府 志26/42a,中 州 記5/
18a,文 物 地 図172, 中州 考5/9a,授 堂 続 践14/8b,
振 古1832b,井 黒817
031延祐3年2月10日 1316大元投輿龍簡之記 中 州 記5/19a(誤 作2年10月),北 図49/48,道 家
862,振 古1843b
032至治2年2月 1322聖旨頒降御香記 中州記520b,乾 隆府志2645a,振 古193b
033泰定元年5月 1324周天大酷投龍簡記 道 家863,潜 研 践1918b,中 州 記521a,振 古199a
034泰定2年3月23日 1325代祀祷雨露応記 中州 記521a,中 州 考59a,振 古1910b
035天暦元年12月 1328龍飛祀海流記 中州 記5/21b(9月),中 州 考5/9a,乾 隆 府 志26/45a,
振 古1918a
036至順3年2月 1332祀溢流北岳記 伊浜186a
037元統3年5月 1335降香記 中州 記5/23a,中 州 考5/9a,乾 隆 府 志26/45a,振 古1932a
038後至元5年 1339代祀済涜北海記 懐慶府 志ll,乾 隆縣志15/15b,康 煕懐 慶府志13/12b,乾 隆府志2639b
039後至元5年9月 1339監郡脱棄公祀済流記 中州記5/9a,中 州考5/8b,乾 隆府志26/39b,振 古1943b
090後至元5年9月 1339済涜重建霊異碑記 潜 研 践20/4a,中 州 記5/23a,中 州 考5/8b,乾 隆 府志2639b,振 古1944a
041至正9年4月15日 1349済涜潮賜記 北 図50/60,中 州 記5/26a,中 州 考5/9a,乾 隆 府 志2645b,振 古2023b
042至正12年3月 1352代祀済涜投龍簡記 振古2031a
043至正13年9月 1353監郡公阿蒙雅実礼慈雨記 中州 記5/27a,中 州 考5/9a,乾 隆 府 志26/95b,振 古2034a
044至正17年is月 1357太尉丞相祀済涜神応記 潜研賊20/20b,中 州記5/27a,中 州考5/9b.乾 隆府志2645b,振 古2043a
045至正22年8月 1362祀流記 潜研践20/23b,中 州記5/27a,中 州考5/9b.乾 隆府志2646a
046洪武3年 1370明正岳鎮海涜法号碑 中州考59b,乾 隆府志2646b
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1.出 典
書 名(資 料集) 撰 者 ・覇 者 出 版 社 ・版 本 性格 略 号
北京図書館蔵中国歴代
石刻拓本匪編 北京図書鎗金石組 中州古籍出版社,1989-1990年 拓影 北図
洛陽名碑集釈 黄 明蘭,朱 亮 朝華 出版社,2003年 拓影 洛陽
金建琳破 都穆 四庫全書本 舞文 金莚
金石葦編 王超 新文豊出版公司影 印刊本,石 刻史料新編1-4,1977年 録文 葦編
金石続編 陸耀遇 新文豊 出版公 司影印同治13年 刊 本,石 刻 史料新編4-5 録文 続編
道家金石略 陳垣編纂,陳 智超等校補 文物 出版社,1988年 録文 道家
集古録践尾 欧陽脩 新文豊出版公司影印光緒丁亥年刊本,石 刻史料新編24 考釈 集書
宝刻叢編 陳思 四庫全書本 考釈 宝刻
金石文字記 顧炎武 四庫全書本 考釈 文字記
曝書亭金石文字践尾 朱難事 新文豊出版公司影印刊本,石 刻史料新編25 考釈 曝書践
観妙斎金石文考略 李光暎 四庫全書本 考釈 観妙斎
潜研堂金石文践尾 銭大所 新文豊出版公司影印刊本,石 刻史料新編25 考釈 潜研践
授堂金石三蹟・続践 武徳 新文豊出版公司影印刊本,石 刻史料新編25 考釈 授堂践
振古録 呉式券 北京市中国書店刷印原刊本綾装本,1982年移録 振古
中州金石考 黄叔轍 新文豊出版公司影印顧氏金石輿地叢書本,石刻史料新編18 移録 中州考
中州金石記 畢玩 新文豊出版公司影印刊本,石 刻史料新編18 考釈 中州記
正徳懐疑府志 鄭芝 同等修,何 塘纂 国立国家図書館蔵明正徳13年 刊本 録文 正徳府志
嘉靖懐慶府志 孟重傷,劉 渥纂 北平図書館蔵明嘉靖45年 刊本 録文 嘉靖府志
康煕懐疑府志 劉経世修,高 騰鳳等纂 東洋文庫蔵康煕34年 刊本 録文 康煕府志
乾隆済源県志 瀟慮植修,沈 樗庄等纂 成文出版社,中 国方志叢書河南492,1976年録文 乾隆県志
乾陸棲慶府志 唐侍陛修,洪 亮吉等纂 東洋文庫蔵乾隆54年 刊本 移録 乾隆府志
寓庵集 李庭 所収繭香零拾 本,文 集珍本叢刊1,新 文豊,1985年 舞文 寓庵
伊浜集 王折 四庫全書本 録文 伊浜
中国文物地図集
(河南分冊) 国家文物局主編 中国地図 出版社,1991年 考釈
文物地図
山西・河南訪碑行報告 井 黒忍・舩 田善之 ・飯山知保 大谷大学史学論究10,2005年 現存 井黒
2.採 録基準
・祭祀関連の碑を採用 し,旅 遊記 や祭祀 との関連 が明 らかでない題名は とらない。
・祭祀碑の拓影,録 文 はできるだけ網羅 し,考 釈,移 録(題 名や資料名な どを記録)は 有用 な資料 のみか らとる。
・各資料の誤記等 が原因 で,碑 の異 同を特定 できていない可能性 もあ る(Ol4-Ol7碑,038-040碑 等)。 今 後検討 を
続 けたい。
3.項 目について
・「年月 日」・「資料名」 は,お おむね所収典籍 の表示 に従 う。
・「所収典籍」は拓影f録 文 ・考釈 ・移録の順 に,そ れぞれ古 い ものを先にあげ る。
まず,表1か らは,モ ンゴル時代,と りわけ1260年 代～90年 代 にか けて,非 常 に多 くの碑
刻 が立 て られた ことが読 み とれる(010-02f碑)。 モ ンゴル時代 は,他 の時代 と比較 して と り
わ け碑文 を立て る ことが流行 していた。 時代 が新 しい ほ ど後 世 に伝 え られ てい る可能 性が高
い(33)。よ って,唐 代 や宋代 に,祭 祀 の際に碑 文が立 て られなか った ことを示すの ではない し,
ま して祭祀が行われ なか った根拠 になるわけで もない。 しか し,そ の ような客観条件 を考慮 に
いれて も,1256年 「創建開平府祭告 済済記」(009碑)以 降,1300年 頃までの間 に,盛 んに済
涜祭祀が行 われ,そ のたびに記念 の碑刻 が作 られた と理 解で きる。 中統2年(1261)に 岳 涜祭
祀 の代祀規定が定 め られて以来,ほ ぼ毎年,代 祀 による行礼が行 われた と考 え られてい る[注
(28),池 内1991:61]。 しか し,皇 帝以外 の人物が主催 す る場合 も含 め,1年 の うちに何度 も
祭祀が執 り行 われている こともあ る し,祭 祀を行 う季節 に して も 『元史』 に定め られた 「享冬
日」[注(28)]に だ け祀 ってい るとは考 え られな い。 つま り,皇 帝 は もち ろん官僚 ・士 大夫層
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が,折 りあるごとに祭祀に出向いたことがわかる。クビライの漢地統治の35年 ほどの間には,
とりわけ盛んに済涜祭祀が行われ,お そらく高い割合でそれが石に刻まれたことがわかるので
ある。
では,五 岳四涜は,ど こでもこのような扱いを受けたのだろうか。どうやらそうではないよ
うである。例えば,至 元28年(1291)に 岳鎮海流のうち五岳 ・四海 ・四涜に.号が加えられた
際㈹,碑 が立てられ,そ の碑文 自体が石刻書に記録されているのは,わ ずかに北岳 と,こ の済
涜 ・北海のみに過ぎない(024-027碑)。 また,同 じような祭祀碑一覧を作った場合に,ク ビ
ライ期にここまで数が多 くなる岳鎮海流はみられない。 これは,後 代の破壊や二次使用といっ
た,ど の碑も等 しく遭遇 しうる危険性だけでは説明がつかないのではないだろうか。つまり,
クビライ支配時期において,ひ とつの地点で岳鎮海流の祭祀碑が最 も多 く立て られたのは済涜
だと考えられるのである。
こ、のように済涜が盛んに祭祀の対象とされたのには,い くつかの理由が考えられる。まず,
国都付近にあって祈祷や祭祀の対象とな りやすかった前代までの伝統が残 っていたと考え られ
る。唐代には,祭 祀碑はあまり多 く残 されていない。 しか し,当 地を訪れた人々によって,
「遊濟漬記」やその他記念の題名が数多 く残 されている(35)。五代以降,各 政権の支配領域はさ
まざまに変化 したが,済 涜廟のある懐孟地区は,南 宋を唯一の例外として,漢 地支配王朝の領
域内にあった。特に,北 宋の国都にして金末の遷都先である開封からは200kmも 離れていな
い。そのたあ,災 害時に晴雨を祈る祈祷が頻繁に行われただけでな く,外 部勢力の侵入を防ぐ
ζとを祈るのも済涜廟で行われた。北宋の滅亡を目の前にした宣和7年(1125),済 涜神の加
号を記念 して立てられた 「清源忠護王諾封碑」(005碑)に は,
ちかごろ
厨者,冠 郷郡に澄 し,將 に縣境を犯さんとし,邑 人奔走 して,爾 の大神に祷れば,雷 雨迅
にわか
かに興 り,沁 河に湯池の険あり,施 旗 もて数 に南岸に列 して,羽 林の嚴を馨れば,賊 徒
たましい うば
醜 を被 われ,以 て威な奔 り,聞 里安堵す。
とある。 「封 号の経緯 ・理 由」 と して決 ま り文句的 な 〔注(22)]侵 略者 の撃退 があげ られてい
るだ けで はな く,こ の記述 の背景 には,金 の攻撃 という現実 に直面 しての切実 な願 いが込め ら
れてい るのだ ろう。 さ らに,「 濟漬露慮記」(008碑)が 立 て られた金哀宗正大5年(1228)に
は,済 涜廟 の修築 も行 われ てお り㈹,モ ンゴルの侵入 に苦 しむ中,金 の実質 的な勢力範 囲内
に含 まれて いた祠廟 に祈 ってい る。 つ ま り,国 家建設 ・運営 の中で,さ まざまな混乱 に直 面 し
た時,身 近 な祠 廟で祀 るとい うの は,し ば しば見 られ ることであ った。 したが って,1252年
よ り河 南 ・京兆 の経営 を任せ られた クビライが,河 南への出 口にあたる懐孟地 区で祭祀 を行 っ
た のは,ご く自然 な流れ であ った といえよ う。
しか し,済 涜が重視 された,よ り直接 的な理由 は,懐 孟 地区が1256年 にク ビライの沐浴 邑
にな り,済 涜廟 がその影 響下 に置 かれた ことであ る。「創建 開平府祭告済済記」(009碑)の 存
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在は,そ の傍証となる。そして,ク ビライの権限が直接及ぷ即位前の分地における祭祀は,即
位後においても大きな意味をなしたと思われる。例えば,『元史』によると,ア リクブケ側と
の対立が続 く中統5年3月(1264),国 都燕京(現 在の北京内城の西南)に ある大長春万寿宮
(現在の白雲観)に て,全 真教宗師の誠明真人張志敬主催で,7日 間にわたる周天大酷を行わ
せた(37)。『元史』の記事はそこまでで終わるが,「濟祠投龍簡璽磨記」(Ol2碑)に は,
酷畢 り,伍 お誠明を遣 して金玉龍簡 ・細蟹等の物を齎奉せ しめ,濟 漬清源祠に詣 りて投遣
ここ いた
し,そ の信を明らかにせ しむなり。……越に四月十七 日,甫 めて祠下に居る。翌日,冠 服
して事 に従う……。
とあり,翌4月 に張志敬を済涜廟に派遣 していることがわかる。 この時,ほ かの岳涜を訪れた
可能性 もあるが,記 録には残 らない。その一方で,張 志敬は,済 涜廟か ら25kmほ ど離れた
王屋山にある天壇紫微官においても,4月 下旬に 「投送の礼」を行っている。済涜廟での祭祀
が終わったその足で,懐 孟地区の西北端にあたる王屋山に向かい,祭 祀を執 り行ったことがわ
かる㈱。 このような状況を考え合わせれば,ク ビライ統治の初期において,国 都 と直接につ
ながる重要拠点として懐孟地区が選ばれている可能性があるだろう。
4.懐 孟地区の特殊性一教育組織の整備について
済涜の祭祀が重視 された背景を探るには,前 章でみた王屋山紫微官を含めた道教集団の動向
がひとつの鍵 となる。筆者の道教教義に対する理解は浅 く,金 から元にかけての宗教界全体の
動向を追究することは難 しい。ただ,モ ンゴル時代初期の懐孟地区に限ってみた場合,い くつ
かおもしろい史料が提示できる。例えば,『道家』507頁 「濟源十方龍神萬壽官記」(1250年)
には,
・・共に議 して濟源 ・河中 ・終南,祖 庭三塵に就きて,上 品清潔なる複紙を製造 し,以 て
百藏経巻に供 し□印に使わ しむ。此の鐵岸龍祥萬春宮は其の一なり。
とあり,山 西省丙城県の永楽宮,及 び陳西省戸県重陽万寿宮と並称されている。 この二者は誰
もが認める東西の道教発祥の地(祖 庭)で あり,済 源が道教の拠点の一つと見なされていたこ
とがわかる。唐開元15年(727),茅 山宗の司馬承禎が玄宗 より補助を受けて陽台宮を建立 し
て以降,王 屋山は道教聖地 「第一洞天」としての地位を確立 していた[小 林1998:198,288-
289]。 また,モ ンゴル時代初期,王 屋山は地域的には山を北側に越えた平場路 とのつながりが
あり,玄 都道蔵の編集を統括 した披雲真人宋徳方の影響下にあった。1240年 になると,皇 后
ドレゲネ らの諮旨を承けて,王 屋山中腹の紫微宮内に殿宇が新築され(39),1250年 には,ト ル
イ妃 ソルコクタニの諮旨によって,ふ もとの霊都宮に差発免除の優遇が与えられた㈹。第2
章冒頭では,彼 女 ら2人 によって岳涜祭祀が行われた可能性をあげるにとどまったが,懐 孟地
区の道観への諮 旨発給が確かなことからして,初 期の岳涜祭祀は,后 妃や道教集団の主導のも
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とに行 われた ことが,よ り明確 になるだろ う。 そ して,前 章 でみたよ うに,ク ビライ支配時期
にな って も,懐 孟地 区は祭祀活動の拠点 のひ とつで あ り続 けたのである。
済涜や現地 の道観 にお ける祈祷や祭祀 に際 して,地 方官 と も道観 の管理者 と も違 う立 場で,
時 には祭祀 自体 に,時 には記 念碑 の撰者 と して関わ って いたのが,提 挙学校官 とい う肩 書きを
持 った人 々であ った。筆者 は以前,北 宋か ら元初 にいた る握拳学校官 に関 して,制 度 的な変遷
を考 察 した ことがある。金代 の提 挙挙技官 は学校の事務 的な職務 を遂行 し,ほ とんどの場合 に
地方 官 ・監察官 が兼任 した。金 の滅亡 後 には,地 方 に即 した多様 な提挙学校官が置 かれた。 た
だ,金 か ら元 にかけて地方官化 が進 み,そ の地位 もあま り高 くな いもの に変化 した,と い う結
論 を出 した[櫻 井2002a]。 その こ,高 橋氏 は元好闘の 「壽陽縣學記」(『遺 山先生文集』巻32)
を主 な材料 に,金 末 の提挙学 校官を 「府学 ・州学 の校長」 と位置づ け,「 府学 や州 学が礼部 の
管轄 の下 に組織 的に統括 され ていたのではな く,む しろ 「刺 史」 の 自己裁 量の中 にあって,一
種 の 「治績 かせ ぎ」 にな っていた」 と述 べた。また学校 に関 して も,「 各地 に置 かれた府学 ・
州学 はやは りあ まり機能 して いなか った と思 われ」,「金朝 におけ る学校 の整備 が,中 央 よ りも
む しろ地方,「 官」よ りもむ しろ 「民」 で行 われた」 と した[高 橋2004:59]。 一 方,元 代教
育史の諸研究 によれば,フ ビライ後期以降,地 方の学校 が急速 に整備 され,私 立学 校で あった
書院 も含 めて地 方官学組 織が整備 され たこ とが,明 らか にな っている。 そ うす ると,ク ビライ
政権 確立期 に,教 育 を民 間か ら公権力の下 に組み込 む過程が あ ったと考 えざるを得 ない。
趙 氏 ・周氏 は,そ の間(大 蒙古 国時代)に おける地方 官学 の整備状 況を論 じた[趙2001,
2004](41)。 そ こであげ られ る1261年 以前 の提挙挙技 官は,願 行 ・都 鼎 臣 ・劉望之 ・許 衡 ・陳
庚灰 ・越度 ・中庸 ・濤裕 ・劉興 ・張 山回 ・段紹隆 ・趙振玉 の12人 にのぼ る。 うち,真 定 で廟
学 の修復 にあた った趙州慶源軍節 度使真定等路工匠都総管の起振玉が 「真定提挙」 を兼御 した
例 を除 けば,提 挙学校 官はすべて陳西 と平場に集 中 している[趙2001:127,2004:170-172]。
と ころが,中 統2年(1261)に 提 挙学 校官の制度が整備 され ると,河 北 ・山東 ・河南 ・陳西 な
ど,漢 地全体 に おいて任命 された提挙 学校官 の名前 がわかる[趙2001:129-133,2004:285-
287]。 趙 氏 は1261年 以前の状況 につ いて,「 路 ごとに提 学を置いた り,府 ごとに提学 を置 いた
り,時 には"諸 州提学"が いた り,一 州だ けの提学がいた りして,大 蒙古 国時期の提学 の職 の
置 き方 はかな り混乱'し,随 意 的な ものであ った といえる」 と述べてい る。 しか し,そ れ だけで
はな く,地 域的 な偏 りが あった とい うことも明 らかだろ う。 京兆で願 行 ・邦鼎臣が任命 され た
1238年 において,京 兆 はオ ゴデ イの直轄 地で あった。 また,1255年 に許衡が京兆提学 に据膳
され たのは,ク ビライの分地 だ った時期 にあたる。 つま り,中 央政府 の管轄下 にあ った地域 に
おける任 命であ ったといえ る。一方,真 定路 は,周 知 の とお り トルイ家の分地 であ り,か つ,
有力 な漢 人軍 閥で早 くか らク ビライ政権確立 に協力 した史氏 の直接 的な影響下 にあ った。真定
の学校 を1252年 か ら提挙 した とい う張徳輝の例(4'.)もあ り,教 育が比較的早 くか ら公の学校で
38
クビライの華北支配の一形象
始められたと考え られるだろう。
ここで,岳 涜や道観の祭祀 に視点を戻 し,祭 祀関連の人物で,1260～1265年 に提挙学校官
になっていた人物の用例を時代順 に列挙 しよ う。宣授河南府路提挙学校官李国縫㈲,京 兆路
提畢学校官前進士孟墓鱗(44),宣授河南路提挙学校□萢訥㈲,宣 差節度同知兼提挙学校王安
上(46),懐孟路儒学兼提学官手口国(47),宣授懐孟路提学官李蔚㈹ をあげることができる。
就任 した地域に注目すると,河 南路,京 兆,真 定,懐 孟路 という四地区になる。 この時期に
おいて祭祀に関わる握拳学校官が任命されたのは,真 定における兼官を除けば,ク ビライが即
位前に直接の権限を持 っていた地域に他ならない。 このような地域で握拳学校官が道教や岳涜
の祭祀に関わる状況をどう理解すればよいのだろうか。 これを考える手がか りとなるのが,燕
京における教育組織整備の事例である。
モンゴルによる漢地の学校整備の歴史を振 り返ると,そ の始 まりは1233年,燕 京において
であった。『析津志輯{失』學校の条に,
世祖王邸に在 りし時,旨 有 りて燕京儒戸を以て差を免ぜ しむ。碑刻有 り。是時,止 だ太興
府學の府営を以て春秋二丁に致察するのみ。提畢 ・教授の專 ら教養に任ずる有 り。
'
とあって,ク ビライがまだ王邸にいたころから,提 挙挙技官 ・教授な どの学官が設けられ,組
織の整備が始まったことがわかる。当初,燕 京の学校運営には,全 真教の道士があたることに
な った(49)。それは,当 地における権力構図を追認 したためであった。1251年 のモ ンケの即位
以降,学 校を儒者の手に委ねるよう命令が出された ものの,道 教集団の影響が最終的に排除さ
れたのは,ク ビライの開府後1254年 のことであった[高 橋1999]。 漢地における教育制度の
整備を考える際には,こ のような燕京の状況を第一段階 とすることができる。
そして,そ れに続 く時期に握拳学校官が見 られるようになるのが,懐 孟地区を含めたクビラ
イ即位前の分地においてであった。つまり,他 の地域に先駆け,懐 孟や京兆において教育整備
が進んだと見られる。 もちろん,真 定 ・懐孟 ・京兆はそれぞれ,金 代以来の儒学の中心地でも
あり㈹,そ れゆえに学校の整備が早 く進んだ面 もある。また,懐 孟地区の学校の建物 自体が,
す ぐに修復 されたしたわけでもなかった(5')。しかし,当 地 においてのみ見 られる提挙学校官1
が,政 府による教育組織整備の片鱗を示 していることは,否 定できないだろう。教育制度の整
備は,中 央政府の直接支配地域において比較的早 く進められた。 そして,懐 孟路は,ク ビライ
初期政治にとって,燕 京に次 ぐ制度整備における,い わば実験場的な役割を果たしたのではな
いだろうか。
また,京 兆 ・山西南部 ・懐孟から河南 という大地域が,金 代に生まれた新道教の核心地域で
もあったことについて も,検 討を要する。つまり,燕 京においては,勢 力の強かった道教集団
が教育を担 うという構図が見 られたが,懐 孟地区の場合にはその例があてはまらなかったとい
うことである。握拳学校官の氏名は,道 士の墓碑や墓誌銘,そ して,岳 涜山川の祭祀の場面に
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現れた[注(43)一(48)]。 燕京で学校が整備されたオゴデイからモンケの初期にかけては,道 教
集団が祭祀 ・教育など文化政策を主導する図式があった。ところが,ク ビライの即位前後,教
育機関が整備 される過程において,国 家祭祀において も,政 府の任命をうけた学校官が関わっ
てい くという現象がみられるように変化 したのである。
むすびにかえて
懐孟地区は,い うまでもな く,黄 河の渡河点を抱えた古来交通の要地であり(52),そのため,
軍事的にも経済的にも重要な役割を果た してきた。また,黄 河の度重なる氾濫 も手伝い,歴 代
の行政 ・監察単位も大きく姿を変えた。モンゴル時代だけをとっても,中 書省(腹 裏)に 含ま
れるとす る資料と,河 東山西道宣慰司の所属であるとする資料が存在する。また,本 稿で述べ
たように,ク ビライの分地になっただけでなく,の ちにアユルバルワダが即位前にその地で過
ごすなど,元 朝末期の天災の時期に至るまで,モ ンゴル政権下で重要視され続けるようである。
一方,通 時的な側面からも検討 した済涜廟の祭祀については,現 地での再調査を含めた精緻
な資料分析により,祭 祀 についての定点観測をすることで,中 央と地方の関係の一側面を描 き
出せると考える。済涜廟においては,明 太粗末元璋による封号詔旨碑が,1996年7月 の工事
中に発見されたという[陳1998:91]。2004年8月 に筆者が現地を訪れた際にも,御 亭や建物
の復元がすすめられていた。資料が新たに公開され,そ れを既存資料と照 らし合わせて,包 括
的な検討を行うことができる状況が,い ずれは生まれるだろう。本稿で残された問題は多岐に'
わたるが,す べて今後の課題 としたい。
注
(1)最 近の例外的研究 として,高 橋2004が あり,当 該時期の政治 ・社会面を考察 している。 これは
また,教 育に関する専論として注目に値する。なお,高 橋氏の全真教その他碑刻 ・文書を対象とす
るような題名が付せ られた一連の論文[櫻 井2002:135-137,144]は,政 治 ・軍事 ・制度 ・社会 ・
文化など諸方面を考察対象としており,大 いに参照すべきである。本論における華北社会に対する
基礎的認識 も氏の研究に負うところが大きいことを附記 しておきたい。
(2)池 内1991,1994a,1994bは,フ ビライ朝の祭祀をモンゴル的祭祀 と漢地的祭祀に分類 し,さ ら
に,中 央 と地方でそれぞれどのように実施されたのかを検討する。森田2001で は,元 代の岳涜祭
祀についてまとめ,そ の代祀が元代特有の意味を帯 びて実施されたことや,そ こに道教集団が関わっ
ている事実を指摘 している。
(3)中 村1996,高 橋1997,乙 坂2000,石 濱2001な ど,仏 教と政治,道 教と政治に関しては専論が
あるが,ま だ扱われていない問題 も多い[飯 山200豆:62-62,櫻 井2002b:第4章]。
(4)飯 山2001は,金 元華北社会の研究を行う条件として2つ をあげる:1,対 象とする地域を通時的
に考察す るたあに,地 域内に定点観測の基点を設ける。2,考 察の対象となる地域 はある程度限定
されなければならない。これら2つ の条件は,図 らずも本稿における政治制度研究の手法と軌を一
にする。
(5)本 稿の執筆i途中で,「 元代社会文化蟹元世祖忽必烈国際学術研討会」(南 開大学,2004年8月22
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日),「元代文書史料研究会第5回 研究報告会」(早 稲田大学,9月17日),「 中国石刻文物研究会」
(明治大学,10月23日)と いう3度 の口頭発表の機会を得た。会場で拙論の間違いを指摘 してく
ださった陳得芝先生,陳 高華先生,渡 辺健哉先生,梶 山智史さんを初め,参 加の皆 さんに有益なご
意見をいただいた。 ここに記 して感謝の意を表 したい。
(6)陳1998に は,済 涜廟の祭祀や封号,そ れらの制度の変遷を論 じた陳彦堂 ・辛革 《済読掛祭史
論》(待 刊)が 引用されるが,未 だ目賭 し得ない。済涜廟関連諸碑の現存状況については,井 黒
2005お よび 『中国文物地図集』河南分冊(中 国地図出版社,1991年),172頁 を参照。以下,現 存
状況は明記 しない。
(7)『 漢書』巻25下 「郊祀志5下 」には,「 ……改元爲神爵。制詔太常,夫 江海,百 川之大者也,今
閾焉無祠。典令祠官以禮爲歳事,以 四時祠江海碓水,祈 爲天下豊年焉。 自是五嶽四漬皆有富麗……
河於臨奢,江 於江都,潅 於平氏,濟 於臨邑界中。皆使者持節侍祠。唯泰山與河歳五祠,江 水四,鯨
皆一篇而三顧云」 とある。
(8)『 北京図書蔵中国歴代石刻拓本麗編』(中 州古籍出版社,以 下 『北図』と略)42冊158頁 。『風俗
通義』や 『漢書』の記載から,榮 陽は朝廷の祭祀が行われた場所ではないだろう。
(9)『 康煕懐慶府志』(東 洋文庫蔵)巻13「 藝文 ・碑記上」,『乾隆濟源縣志』巻15「 藝文3・ 碑記」
(中国方志叢書,華 北地方492,成 文出版社影印,1976年),『 雍正河南通志』(四 庫全書本)巻48
「祠祀」などに録文 される。また,「 重修済済北海廟碑」(万 暦32年 刻,『 北図』58冊157頁,『 乾
隆濟源縣志』巻15に 所収)に も,開 皇2年 の建立が明記される。
(10)『 蕾暦書』巻24「 禮儀志4」 には,「 北嶽恒山於定州,北 鎭醤無間山於S州,北 海 ・北酒太濟於洛
州」とあり,『通典』巻46「 禮6」 吉禮5・ 山川も,「北海及北濱大濟於洛州。其牲皆用太宰。祀官
以當界都督刺史充」 とほぼ同じ。『大唐開元禮』巻36「 吉禮 ・祭四海四濱」には,「 北海及北濱大
濟於河南府界」 とある。
(11)『 菌唐書』巻9「 玄宗本紀下」天宝6年 正月戊子,同 書巻24「 禮儀志4」,『 唐會要』巻47「 封諸
嶽漬」。前編[櫻 井2005]で は 「天宝3年 」に誤った。ここで訂正 したい。
(12)以 下のように続 く。「其北海封爲廣澤王,立 壇附干水之濱　。天子以迎冬之日命成周内史奉祝文
宿齋蕊量七旛五章,剣 硬玉堀,爲 之初献。縣サ加糖量,六 旛三章,劒 履玉珊,爲 之亜献。邑丞玄昆,
加五慌無章,亦 剣履玉堀,爲 之終献。用三牲之享,邦 之大事……。」『北図』28冊137頁 に拓影が
あり,明 都穆 『金莚琳狼』巻17,『 乾鮭濟源縣志』巻15な どに録文される。『中州金石記』巻3
「店下」では,「二字蝕」の二字目を 「儒」とする。
(13)欧 陽脩 『集古録』巻8は,「 州縣祠廟置齋郎六人,可 知真澄官之弊」 と批判するが,斎 郎以下は
敢えて 「人」 と数えられてお り 「官員」だとは考えられないし,官 僚制度の中で見ればとるに足ら
ない地位にあったと思われる。なお,唐 代の祭祀の内容などに関 しては,金 子2001な ど金子氏の
一連の研究を参考にした。
(14)「 北図』36冊120頁 「大湊河陽節度使光緑大夫検校太傅兼御史大夫上柱國朧西公奉宣濟漬記」は,
後漢隠帝乾祐2年(949)の 祭祀を伝える。
(15)「 績資治通鑑長編』巻4,太 宗乾徳元年五月壬子朔の条,巻9,太 宗開宝元年の条。「来会要輯稿』
禮20の1に は,「 太祖開寳四年二月二十五 日,詔 前代祠宇各與崇修」 とある。
(16)『 績資治通鑑長編』巻13,太 祖開宝5年11月 度辰の条には,「 詔翰林學士卒肪及宗正丞洛陽趙孚
等,分 撰嶽濱井歴代帝王新崩御,遣 使刻石,廟 中凡五十二首」 とあり,「宋史』巻102「 禮志5」 吉
禮5・ 嶽濱には,「 又命李防 ・盧多遜 ・王祐 ・雇蒙等分撰嶽濱祠及歴代帝王碑,遣 翰林待詔孫崇望
等分諸諸廟書干石」とあって,こ れ らを考え合わせれば,開 宝5年 の詔により,廟 の改修が進み,
面 目を新たにした済涜廟に,盧 多遜の撰にかかる開宝6年 「薫修濟漬廟碑」が立てられたことがわ
かる。注(9)参 照。
(17)李2003に よれば,宋 初の済流量修の規模 はその後の薫修に比 して大きかったようで,現 存建築
の基礎はここに定まったという。『宋史』巻3「 太祖本紀3」 には,「(開 費九年七月)丁 亥,命 修先
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代帝王及五嶽四濱祠廟」とあるが,こ れは全体としてみると年代を誤 っている。
(18)「 修周庸王廟碑」,「修唐憲宗碑」などの帝王碑や 「修南海廟碑」,「新修嵩嶽廟碑」などが石刻書 ・
地方志に見える。
(19)『 績資治通鑑長編』巻13,太 祖開宝5年7月 の条には,「 丁夘,詔 五嶽四濱及東海等廟,並 以本
縣令尉兼廟丞掌祀事,常 加案視,務 在翻潔。{乃籍其廟宇祭器之敷,受 代 目以交相付。本州長吏毎月
一語廟検畢焉」とあり,ま た,『 宋史』巻102「 禮志5」 吉禮5・ 嶽潰に,注(16)の 記事に続けて,
「又詔,嶽 清井東海廟,各 以本縣令兼廟令,尉 兼廟丞,専 掌祀事」 とあり,同 書巻167「 職官志7」
には,「 廟令 ・丞 ・主簿,蕾 制,五 嶽四漬 ・東海 ・南海諸廟各置令 ・丞。廟之政令多読於本縣令,
京朝知縣者構管勾廟事,或 以令 ・録老電不治者爲廟令,判 ・司 ・簿 ・尉爲廟簿,掌 葺治修飾之事。
凡以財施於廟者,籍 其名数而掌之」 とある。「旧制」が採用された期間は,非 常に短かったか,あ
るいは局地的であったと考え られる。南宗周渾 『清波雄志』巻九にも,「 初朝廷以毎歳投龍簡,而
洞府多在僻遠庭,其 齎送祭酷之且頗以爲擾。天聖間(仁 宗,1023-1032),下 道録院,定 歳投龍簡,
凡二十庭,齢 皆罷之」という記録がある。
(20)森 田2004は,宋 代における南海 ・東海の祭祀 について考察しており,筆 者のこの分類において
は例外 となる。また,そ の注(2)に おいて,末 代の祠廟政策研究に関する主な先行研究をまとめて
いるので参照されたい。
(21)『 来会要輯稿』X21の3に,「 仁宗康定元年,加 封東海爲淵聖……濟漬爲清源王」とある。『宋史』
巻102「 禮志5」 吉禮5・ 嶽濱もほぼ同じ内容。
(22)注(8)前 掲 「清源忠護王譜封碑」を参照。この碑には,封 号の理由を 「属者,憲 獲郊郡,將 犯縣
境,邑 人奔走,疇 干爾大神,雷 雨迅興,沁 河有湯池之瞼,控 旗数列南岸,象 羽林之嚴,賊 徒襯魂,
以威奔,閻 里安堵……」 としているが,須 江1994,2000に よれば,領 域を侵入者か ら守るという
霊験 ・霊威が,賜 号や祭祀活動の根拠とされることが しば しばあった。
(23)『 宋史』巻102「 禮志5」 吉禮5・ 嶽漬に,「太平興國八年(983)… …西海 ・河清並於河中府,西
海就河濱廟望祭。立冬祀北嶽恒山 ・北鎭醤巫間山並於定州,北 鎭就北嶽廟望祭,北 海 ・済済並於孟
州,北 海就濟濱廟望祭」 とある。
(24)『 宋会要輯稿』禮20の4に,「 紹興二年十一月五日,禮 部太常寺言,程 嬰 。公孫杵臼廟係載在祀
典,歳 事緯州差官,於 本廟致祭。今來道路未通,廟 貌隔絶,祠 祭久屡。欲於行在春秋設位望祭,候
路通」 とあ り(『宋會要輯稿』禮21の4で も,紹 興二年にこの意見が出されたとする),岳 涜廟 も
同 じく行在臨安で祭祀が行われただろう。森田2004は,宋 代における東海 ・南海祭祀の隆盛の理
由として,海 上交易の発展をあげるが,わ ずかに残った領域内の岳鎮海流の祭祀という意味合いも,
多少は持ち合わせていたのではないだろうか。
(25)『 大金集禮』巻34「 嶽銀縷濱」祀儀に,「 大定四年六月二十一 日泰東,近 奉教旨,五 嶽四濱等,
毎歳行禮,合 行講究。……南嶽徳山 ・南鎭會稽山,権 衡遙祀於中嶽嵩山。東漬大准魯在唐州。祭南
海 ・南濱大江遙祀於東海廣徳王廟(莱 州)」 とあり,『金史』巻34「 禮志7」 嶽鎭海濱には,「大定
四年,禮 官言,嶽 鎭海漬,當 以五郊迎氣日祭之。詔依典禮以四立土玉目,就 本廟致祭。其在他界者
遙祀。立春祭東嶽干泰安州,東 銀干益都府,東 海干葉州,東 濱大准干唐州。立夏望祭南嶽徳山 ・帝
銀會稽山千河南府,南 海 ・南漬大江干葉州。季夏土王日禁中嶽干河南府,中 鎭震山千平場府。立秋
祭西嶽i華山干華州,西 鎭呉山干隠州,望 祭西海 。西濱干河中府。立冬祭北嶽恒山千定州,北 鎭瞥巫
閲山千魔軍府,望 祭北海 ・北漬大濟子孟州,其 封爵並傍唐宋之蕾。明昌間,從 折山道士楊道金詰,
封折山爲東安王,… …濟爲清源王」 とある。
(26)『 大金集禮』巻38「 沿祠雑録」に,「 天春元年(1138),行 肇尚書省P子,履 齋,毎 年随時祭祀天
地 ・上帝 ・五方帝 ・嶽鎭梅漬 ・眞君等,繋 請御署,朝 廷差官行禮,恐 合並罷。敷旨,准 奏権罷」と
ある。
(27)注(25)で 下線を引いたところを参照。
(28)『 元史』巻76「 祭祀志5」 嶽鎭梅漬常祀に,「至元三年夏四月,定 歳祀嶽鎭海漬之制。正月東嶽鎭
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海濱,土 王日祀泰山於泰安州,折 山於益都府界,立 春日祀東海於莱州界,大 准於唐州界.三 月南嶽
鎭梅漬,立 夏日遙禁衛山,土 王 日遙祭會稽山,皆 於河南府界,立 夏 日遙祭南海 ・大江於莱州界。六
月中嶽 ・鎭,土 王日祀嵩山於河南府界,霊 山於平場府界。七月西嶽鎭梅漬,土 王 日記華山於華州界,
呉山於朧縣界,立 秋 日遙祭西海 ・大河於河中府界。十月北嶽鎭海濱,土 王 日祀恒山於曲陽縣界,醤
巫閾於遼陽廣車路界,立 冬日遙祭北海於登州界,済 済於濟源縣。祀官,以 所在守土官爲之。既存江
南,乃 罷遙祭」とあり,ま た,同 巻の嶽鎭海漬には,国 都周辺における祭祀とは別の行礼について,
「嶽鎭海酒代祀,畠 中統二年始。凡十有九庭,分 五道。後乃以東嶽 ・東海 ・東銀 ・北鎭爲東道,中
嶽 ・推演 ・酒漬 ・北海 ・南嶽 ・南海 ・南鎭爲商道,北 嶽 ・西嶽 ・后土 ・河清 ・中鎭 ・西海 ・西鎭 ・
江濱爲西道。既而又以降騎迂遠,復 爲五道,道 道使二人,集 賢院奏遣漢官,翰 林院奏遣蒙古官,出
重書給騨以行。中統初,遣 道士,或 副以漢官。至元二十八年正月,帝 謂中書省臣言日,五 嶽四濱祠
事,朕 宜親往,道 遠不可。大臣如卿等又有國務,宜 遣重臣代朕祠之,漢 人選名橋及道士習祀事者」
とある。
(29)櫻 井2005に おいては,中 国語で執筆したため,日 本語の書き下 し文や現代語訳を載せて筆者の
漢文解釈を問うことができなかった。また論文の刊行が前後するため,こ こに現代語訳を提示 し批
正を乞いたい。本論と関わりのあるのは,★ 印より以下の部分である。
「開平府を創建し済涜に祭告するの記」モンケさまが皇帝(カ ーン)の 位をつがれてか ら6年 が
たち,遠 く東から西まで服属 しないところはなくなった。 しかしながら,南 方が未だ服しておらず,
その攻略のため外征にはいまだ休む間もない。一方,内 政は整備され,か つての問題は是正 されて
政治は安定 してきた。 これはモンケ皇帝の徳が広 く行き渡っているからではあるが,そ の弟クビラ
イさまの導きがあったゆえでもある。モンケ皇帝は実弟を慈 しみ,そ の賢徳に答えるべく,丙 辰年
(1256年)に 詔を発 して,嶺 北淫水の北に王府を開き,城 壁を築いて宮室を営ませるようお命じに
なった。クビライ王は尊い命令を受け,た だちに土地を測って,改 めて境界をお定めになった。建
築を始めようという日,★ クビライ王は 「このように大いなる土木工事を興すのだから,天 地の神々
がご機嫌を損なわれ ることもあろうそ。」 とおおせになった。か くて,上 清大洞法師王一清に命じ
て五昼夜の酷の祭りを行い,上 帝に報告させた。また,王 一清 と王府の官僚李宗傑に命 じて,香 を
金の彫物のある入れ物に入れて持たせ,御 幡(は た)を 先頭にたくさんの貨幣を捧げ持たせて,五
岳四涜において金龍玉冊を投 じるお祭りを執 り行わせ られるとは,礼 といえようそ。7月 乙卯(26
日),彼 らが懐孟州 にさしかかると,日 照 り続きの時節にあって,め ぐみの雨が降 り始めた。老い
も若きもみな 「これは賢きクビライ王が我々にめぐんでくださった雨だぞ。」と言って,跳 び上がっ
て喜んだ。丙辰(27日),済 涜清源王の祠に到着 した。翌日早朝,王 一清らは儀礼用の服装を整え
居住まいを正 して祠に入って祭 りを始め,官 員たちはおごそかに各々決まりどおりおこなった。三
献の礼が終わると暗雲が開け,す がすがしい風が吹きわたった。神々が歓喜 し,霊 的な気配が祭場
に来たった。引き続き龍池において定められた礼に沿って献げ物をかかげた。すると,や がて靴を
賜 り,賢 きクビライ王の誠意に答えが返 ってきた。感応の理は,ま ことに明らかで疑いなきさまで
あった。昔周公旦が弟君 として洛 邑に新たな都城を作るに際 し,股 王室の祭祀をはじめて行い,た
とえ礼に明文がなくともすべて秩序立ててお祭 りされた。こうしてみると,今 日賢きクビライ王が
行った祭祀は,周 公の教えにのっとったものであろうそ。ああ,開 平府は既に設立された。今後,
土地は肥沃になり,天 候は穏やかに事宜に叶い,民 に疫病が流行らず,物 に被害が出ることなきよ
う,優 れた人物が集 まり,皇 朝を翼賛 し,堅 固な城がおだやかに永遠に続 くよう,そ の基はここに
築かれたのである。それがか しこき神に望み申し上げることであるのだ。クビライ王府の人士王博
文が記 し,弄 びに書,算 額をいたす。従行礼者の長春宮提点曹志濱,及 び宣授懐孟長官隅汝賊が立
石する。
(30)陳 垣編,陳 智超 ・曽慶瑛校補 『道家金石略』(文 物出版社,1988年,以 下 「道家』と略)865頁
に録文がある。池内1991に おいて,1256年 の祭祀に言及するが,筆 者の前編[櫻 井2005]で 引用
し漏らしている。ここに明記 して訂正 したい。
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(31)宮2004は,王 一清を太一教の道士と考えてお り,そ のように考えれば彼の弟子がのちに太一教
の道観に住持したことが矛盾な く理解できる。そうすると,王 一清は華北に来たって派を変えたか,
あるいは現在考えられるほど宗派の壁が高 くなかったか,そ もそも郡州にも太一教が広がっていた
かなど,興 味深い疑問が出て くるだろう。
(32)次 章で詳 しく説明する表1《 済涜祭祀碑一覧》において,018碑 と020・021碑 はそれぞれクビラ
イの息子チンキムとノムガンによる祭祀碑であるが,「題名から見ただけでも 「玉髄金簡」・「金冊」
を用いず,「 香」を供えるだけの祭祀を行っていることがわかる。モンケ時代に'「皇太弟」であっ
たクビライの祭祀方法は,そ の20年 後 「皇太子」・「皇子」には許されていないのである。
(33)古 い碑を削って新 しい碑を作 る場合や,何 回分かの祭祀を一つの碑文にまとめる例などもあり,
祭祀の頻度を石刻書などから直接さぐることは難 しい[森 田2001:23]。
(34)『 元史』巻76「 祭祀志5」 嶽鎭梅漬に,「 其封號,至 元二十八年春二月,加 上東嶽爲天齊大生仁聖
帝……,加 封江濱爲廣源順濟王……済済清源善濟王……」 とある。
(35)『 北図』に収録 されるものだけ見ても,25冊135頁 「宴済済序」とその碑陰である136頁 「游濟
漬記」,そ の碑側 に刻まれた張賊言 ・李瑛 らの題名(28冊51,83,95,97頁,29冊168頁),太和
5年 の詩刻(30冊ll5頁)な どがあげられる。
(36)「 重修濟濱廟碑」,『中国文物地図集』河南分冊,172頁 など。
(37)『 元史』巻5「 世祖本紀」至元元年(中 統5年)3月 度辰の条。
(38)『 道家』562頁 「大朝投龍記」(至 元元年9月 重陽日)に,「 干中都大長春萬壽官設周天大酷,以
夜縫書,七 日乃已。特命宗師誠明眞人張至於王屋行投送之禮,時 四月下旬,届 天壇紫微官」とある。
(39)『 道家』480頁 「天壇十方大紫微官諮 旨及結豆殿記」(察 美彪 『元代白話碑集録』科学出版社,
1955年,7頁(6),拓 影 も所収)。
(40)「 道家』508頁 「露都宮諮旨碑」。この碑については,同 書484頁 「末技雲道人頒」(1245年,高
橋氏は 「孟州玉屋縣露都観結文」 とする,『元代白話碑集録』11頁(10)所収)と ともに,高 橋1997
において詳細に検討されている。オゴデイ家(陳 西系)と トルイ家(華 北系)の 間で,政 治上の権
益の一時的な移動があったことが指摘 されて興味深い。『道家』584頁 「重修天壇露都高箒宮碑」
(至元4年)も 参照。
(41)櫻 井2002aの 執筆時,趙2001を 参照できなかったため,両 者は論点が重なるところもある。趙
2004の 閲覧については,舩 田善之先生を煩わした。記 して感謝 したい。
(42)『 國朝名臣事略』巻10「 宣慰張公」所引 「行状」に 「{乃命公提畢眞定學校」 とあり,「 元史』巻
163で は,「 傍命徳輝提調眞定學校」とある。
(43)『 甘水仙源録』巻7「 願眞沖虚眞人毛尊師蜆化銘」(1260年,『 道家』534頁 所収,趙2001:132)。
(44)同 前注書巻5「 湛然子趙先生墓碑」(1262年,『 道家』546頁 所収)。 孟肇鱗は,正 大7年 進士,
『湛然居士文集』 に序を書いている。1264年 の時点で,「 翰林待制兼知制詰国史院編修官」(『道家』
573頁 「重修眞営営碑」)と 名乗 っている。『元史」巻164に 本伝がある。
(45)『 道家』841頁 「済済投龍簡記」(1263年)。
(46)『 道家』557頁 「浮州五嶽観碑」(1263年,『 常山貞石志』巻15所 収)。 本文中に 「本州學校畢事
韓君正夫」ともある。また,浮 州は真定(現 在の正定)を 指す。王安上の兄王安仁 も中統年間に浮
州節度使であった らしい(『大明一統志』巻3)。
(47)『 道家』572頁 「濟祠投龍簡霞懸記」(1264年)。 次注資料によれば,李 蔚と同一人物かもしれな
いo
(48)「 大朝故講師李君墓誌銘」(1265年,「 甘水仙源録」巻8,『 道家』581頁 所収)。 李蔚は1264年 の
時点では,「 宣授懐孟路教授」(『道家』562頁 「大朝投龍記」)と 名乗 っている[劉2004:445]。
(49)『 析津志輯{失』(北 京古籍出版社,1983年)197-201頁 。高橋1991は,1249年 の石刻に記された
という 『析津志』所収のオゴデイ5年(癸 巳年,1233年)聖 旨に訳註を加えている。拙稿におけ
る教育組織の考察において[櫻 井2000,2002a],ク ビライ期以前の学校についての考察が不足 し
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ているという点を,杉 山正明先生よりご指摘いただいた。本稿でその道筋を幾ば くか述べることで,
前編の欠を補いたい。
(50)孫1964は,当 時の儒学の盛んなところとして,許 衡を中心とする 「懐衛地区儒学」,劉 因を中心
とする 「河朔地区儒学」,宋 代理学の残る 「閑中地区儒学」をあげる。
(51)胡 砥這 「懐孟路重修文廟記」(『成化河南雄志』巻14,.東洋文庫蔵旧北平図書館本景照本)に,
「罹壬辰(1232)雲 擾,姐 豆不逞。頼先師家府爲主張,是 故已妃者,随 葺堅完伸勿壊。乃以有道王
君文玉 ・陳君友雷 ・趙君宜中輩,前 後顧宅,得 齢然蜀存於兵儘之蝕,力 也,非 幸也。至元癸酉(10
年,1273),不 肖自鄭秩満來鋸,額 殿鷹肖像,歳 月滋久,風 雨侵剥,賠 昧狼籍,無 復於薔。担薪之
責,催 不克畢,侶 敵営庶,日 以修治崇飾爲事」とある。
(52)例 えば,楊 奥 『遠山遺稿』巻上 「重修嶽雲官記」に,「 孟州附邑懐洛咽願之地,南 通湖嚢,北 抵
燕葡,出 入往來未有不由於此」とある。
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RitualandEducationinHuaimeng懐 孟
RegionduringQubilaiReign(1252-1293)
SAKURAISatomi
Huaimengregion,whichislocatedbetweentheHuangheriverandtheTaihang
太 行mountains,hasbeenofgreatstrategicandeconomicimportancefromancienttimes.
ThefactthatthisregionwasgiventoQubilaiashispracticalterritory,mu-yu-yi沐 浴
邑,beforehisaccessiontothethrone,showsitsconsistentsignificancethroughtheMon-
golPeriod.Thispaperdealswiththeestablishmentoftheritualandeducationalsystem
inHuaimengregionduringQubilaireign(1252-1293),especiallyaroundtheperiodofhi:
enthronement,
Theimperialcourtsofeachdynastyheldritualsandceremoniestoworshipthegod
ofJidu済 涜,oneoftheFiveMountainsandtheFourRivers五 岳 四 涜,inHuaimengre-
gionuntilJinperiod,fromancienttimes.TheJiduwasworshipedwhensuchtheyhad
exceptionalwhether,orencounteredtheinvaders.ThatwasbecausetheJidushrinewas
closetothecapital;suchasKaifeng開 封andLuoyang洛 陽;andalsobecausetheplace
remainedcontinuouslyintheterritoryof"ChineseDynasty".Jiduwasincludedin
Qubilai'spracticalterritoryinl256.ThentheritualsattheJidushrineweremoreconsis-
tentlyheldtilltheendoftheMongolPeriod.
EstablishmentofthesystemofritualandeducationwasstartedoffinYanjing燕
京atthebeginningoftheMongolPeriod.Sincethen,Huaimengregionprecededin
staffingSupervisorsofSchools.Huaimengregionisregardedasaprovinggroundfor
thatsystem.
Keywords:Huaimengregion,Jidu,ritual,theSupervisorofSchools
47
